キッズクラス内容解説
プログラム内容
1 あいさつ
2 はみがき指導
3 ユニット動作
4 記念撮影
内容詳細
～②はみがき指導～
講義内容
正しいハミガキの方法を覚えて頂くための講義です。
まず、お子様にいつも通り歯を磨いて頂きます。
次に、染めだし剤を使い、磨き残った歯垢を着色します。
磨き残した部位を歯のイラストにメモしていきます。その際には保護者各位のご協力をお願いします。
はみがきの正しいやり方を教えて自分でもう一度ハミガキをします。
学習のポイント
・お子様自身が歯の中をしっかりと見て、ハミガキができているかを繰り返し確認させます。
・お子様がお口の中に関心を持つことがハミガキの重要さを感じる最善の方法です。指導はお子様中心に行います。
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～③ユニット動作～
講義内容
ユニットの操作方法を教えます。
ユニットの操作ボタン、スリーウェイシリンジ（水、空気、霧を出す機材）、バキューム（吸い込む機材）、ライトなどの役割を考えます。
学習のポイント
・機材の役割をできるだけお子様自身に考えてもらいます。ゲーム感覚で体験し、自分で考えることで、機材そのものは決して怖いものではないことを気づいてもらえると思います。
・自分で診療（のマネ）をすること・診療の流れを理解することで、実際に自分の診療をしたときに「なにをしているのかわからない恐怖」は軽減されます。今まで診療台に一人で座れなかった子どもができるようになったこともあります。
・人の診療をすることは、機械を修理することと異なり、患者さんに気を使わないといけません。歯科用ライトを使ったクイズ（上からライトを当てるか？下から当てるか？）や、お口をあけるときに必ず声をかけるなど、医療従事者の仕事の大切なポイントを体感して頂きます。

～その他～
・お土産（認定書など）をいくつかご用意しています。お写真やお土産を見ながら後日お話をすると、復習の効果があり、より体験学習の効果を向上させます。
・今回、受講していただいた講義はキッズクラス（未就学児童向け）です。次回のご参加の際にはジュニアクラス（小学１～３年）にご参加ください。より多様な虫歯治療などを体験していただける講義をご用意してお待ちしております。
～読みもの～　ハミガキの音について


ハミガキの音といえば、どんな音を想像されますか？


ハミガキ＝シャカシャカ？


ハミガキ＝ゴシゴシ？





ホウキを使って掃除する際に、子どもはホウキを強く床に押し付けがちですが、実際には毛先を優しくこすらせる程度のほうがキレイになることが大人になるとわかってきます。





ホウキと同様に、正しいハミガキの方法は、軽く細かくすることが原則です。


正しいハミガキは、ブラッシング圧が100～300ｇ以内で、


ストローク幅は5ｍｍ程度です。


ほとんどの方が強く、大きく歯ブラシを使いすぎています。





実際に正しいやり方でハミガキをすると「チキチキ」や「チリチリ」とした


ごく小さな音が出ます。


「シャカシャカ」や「ゴシゴシ」だと無意識に音に合わせようとしてしまい、結果誤ったブラッシングを正しいと覚えてしまいそうです。


お子様が一番「ピン！」と来る擬音をお家で話し合ってみるのも、いい体験学習になると思います。





ブラッシング圧を


計測してみましょう





～読みもの～　医療の仕事について


人の診療をすることと、機械を修理することの大きな差は２つです。


・声を必ずかけること


・ふれる際にはやさしく触ること（痛いと感じやすい部位をよく覚えること）





かなり経験を積んだスタッフでもこれらを完璧にこなすのは非常に難しいものです。


歯だけの治療に集中すればするほど、意識がそれがちです。





一方、患者さんは歯の治療が実際に上手かどうかを判断することはできません。


しかし、例えばエプロンをかける動作や目にタオルを乗せる小さな動作からそのスタッフの優しさを感じ取る感性は医療従事者以上です。





したがって、いい医療スタッフの条件は患者さんの気持ちを理解しながら、歯の治療にもベストな結果を残すことが求められます。





「治」という漢字には「助ける」という意味もあるそうです。


本体験の中では、その一部を感じてもらえるような仕掛けを取り入れています。








